
●「業務上の指導ですから！」

平穏だった職場が一転したのは、天
下りの上司のＡ部長が、Ｂの所属する
部署に新たに赴任してきたからだっ
た。会社の仕事柄、公務員ＯＢが上司
になることは珍しくなかったし、それ
までの上司も天下りだったけど、何も
言わないし、怒らないし、物静かなタ
イプだったから、特段何も不満はなか
った。でも、今度の上司は…
「おはようございます」
と挨拶をしても、腕を組んだまま、ギ
ロリと目玉だけを大きく見開いて
「ん」
と言うだけ。キモ…
「この書類に印鑑をお願いします」
「ん」
「部長、お先に失礼いたします」
「ん」
いつもこれだ。「ん」って、いったい
何？返事つもりなのか？
「Ａって、おかしいよね」
「今までそうやって来たんじゃない、
何十年も…今更かえられないでしょ」
「でも、なんか腹立たない？」
「立ててもしょうがない」
「Ｃは冷静でいられていいね」
「冷静じゃないよ。諦めてるだけ」
「そっか…でも癪だな…」
「それじゃ、あなたも『ん』って、返
事してみたら」
「それ、ちょっとヤバいでしょ…で
も、面白いかも」
Ｂは翌日実行してみることにした。
「部長、おはようございます」
「ん」
Ｂは
「ん、ん…？」
と返すと、Ａ部長は怪訝そうに
「ん～！」
と返事をしたので、Ｂはこらえきれ
ず、思わず噴き出した。
「部長は何で『ん』しか言わないんで
すか？」
職場の同僚たちは、下を向いてくす
くす笑っている。
「問題があるのか？」
「私が、おはようございます、って挨
拶しているのに、『ん』って、どう思い
ます？逆に聞きたいです」
「おい、誰に向かって…」
Ａは出かかった言葉を飲み込んだ。

これまでハラス
メントで繰り返し
処分されてきたこ
とを思い返すと、
苦いものが込み上
げてきた。俺は一
体何か悪いことで
もしているのか…
それにしてもＢの
ヤツめ、俺をコケ

にしやがって。絶対に許さん…！
一瞬、職場が険悪な空気に包まれ、
Ｂもまずいと思ったのか、黙り込ん
だ。何ともバツが悪い。
「Ａ部長、先ほどはみんなの前で、失
礼しました」
「…」
「あれっ、今度は『ん』もないんです
か」
思わす言ってしまった後で、Ｂはま
ずいと感じたが、後の祭りだ。
「どこまで俺を侮辱すれば気が済むん
だ。それが上司に対する態度かッ！」
Ａはもう冷静な判断ができなくなっ
ていた。それから、Ｂはことあるごと
にＡからの嫌がらせを受けるようにな
ってしまった。
「部長、お先に失礼致します」
「オイＢ、話があるから会議室に来
い」
「…」
「お前は今日何回トイレに行った」
「何回って…」
「５回だ。１時間に１回だ」
「…（数えてたわけ！？気持ち悪…そ
れに1時間に１回じゃないし…）」
「そのうち１０分以上が３回もある」
「そ、それは…（時間まで測ってるっ
て、変態じゃないの！？）」
「これをサボっている、っていうんじ
ゃないのか」
「…今日は…生理が、重くて…」
「仕事が出来ないなら、休むべきだ」
「…」
「しかもお前の態度は、上司の俺をな
いがしろにしている。これが俺の前職
だったら、お前は懲戒解雇だ」
「ないがしろにしている、って…」
「お前の態度全てだ！」
「…」
「前回提出した報告書も、あまりにひ
どい内容で、俺が修正したんだ」
「修正…！？何も内容が変わったよう
に感じませんでしたが…」
「はぁ、お前はどこに目を付けてるん
だ。句読点が乱雑で見にくいし、表現
方法に一貫性が無い。これは報告書と
して致命的だ」
「…（結局、点と丸を書き直しただけ
だろ。偉そうに言うな！）」
「何だ、文句があるなら、はっきりと
言え！」
「言ってもいいんですか？」
「文句があるのか」

「無いと思いますか？」
「何だ、その言い方は！いいか、そう
いう姿勢が、そもそも間違っている」
「でも、いま部長は、はっきり言え、
って…」
「飲み会の席でも、無礼講を真に受け
るバカが居る。お前はそのバカの一人
だ」
「…バカ、って…」
「バカにバカと言って、何が悪い」
「…」
「他の職員からも、お前の仕事の出来
の悪さにクレームがある」
「…クレーム！？…具体的にその内容
を説明してください」
「そんなもの説明してどうする。本来
ならとっくに降格処分だが、俺が人事
に働きかけけ、それを止めてるんだ」
「そんな話、聞いたこともありません
が…」
「当たり前だ。本人の目の前で、そん
なことを言うか」
「ところで、部長はいったい私に何を
言いたいんですか。」
「これは業務上の指導だ。明日から改
善するように。以上」
Ａ部長はそういうと、そそくさと会
議室から出て行ってしまった。これっ
ていったい、なんなの？釈然としない
思いと、モヤモヤとした不安が込み上
げてくる。Ｂは出社をするのが苦痛に
なってきた。
それから、Ａ部長は毎日のように退
社間際にＢを会議室に呼びつけ、ネチ
ネチと仕事に対して文句をつけ、最後
に必ず「これは業務上の指導だ」と強
調した。釈然としない腹立たしい気持
ちとは裏腹に、Ｂのメンタルは確実に
ダメージを受けていた。Ａ部長の目が
あると思うと、トイレに行くことすら
大きなストレスだった。
そんな中、自由にトイレにも行け
ず、ある日、気付いたときには、Ｂは
粗相をしてしまっていた。椅子のシー
トの色が黒だったため、誰も気が付い
ていないようだったが、Ｂは人知れず
トイレで涙をぬぐった。なぜこんな屈
辱的な仕打ちを受けなければならない
のか…Ｂは口惜しさと同時に、Ａ部長
に対する怒りが込み上げてきた。
その日も退社間際に、Ａ部長に呼び
止められた。
「…オイＢ、聞いてるのか？」
今日のＢには、Ａの言うことなど、
口惜しさと怒りで、何も耳に入ってこ
ない。思わすＢは、こらえきれず、
「Ａ部長がしていることは、卑劣なハ
ラスメントです！」
と言い放った。
「なんだ、いきなり。無礼だろ！」
「私がどれほど…」
「貴様、民間企業の一職員のくせに」
Ａ部長はそういうと、握っていたペ
ンを思いきり壁に投げつけた。
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それを見たＢは、身の危険を感じ
た。Ａのいつもの「業務上の指導」と
いう決まり文句を聞く前に、会議室を
逃げるように出て行った。
「常軌を逸している…」
涙ながらに訴えるＢを前に、人事部長
のＤは、頭を抱えたまま黙り込んだ。
「Ｅ社長、Ａは噂通り、とんでもない
人物でした」
Ｅ社長は思わず天を仰いだ。
「採用は間違っていた、ということか
…だが、いまさら…」
「もう、特別扱いは止めるべきです。
そのような時代ではありません」
「じゃあ、どうする…」
「部下のいない部署に配転を命じるの
です。彼はハラスメント常習犯ですか
ら、部下が被害者になります」
「いわゆる、窓際、ということか」
「隔離措置です。大義は会社にありま
す。むしろ、それが使用者の法律上の
義務です。そうすべきです」
「…わかった。そうしよう」
「承知しました」
Ａ部長への配転辞令は速やかに告知
された。Ａは信じられない、という体
で、ポカンとしていたが、我に返って
ハッとした。またハラスメントで処分
されようとしている。どうすればいい
…Ａの頭はフル回転で対応を考えた。
「また、何をやらかしたんだ」
Ａは天下りを斡旋してくれた、大物
ＯＢで代議士のＦに泣きついていた。
「先生まで、いじめないで下さいよ」
「おおよそ察しは付く」
「…」
「お前は本当に学習しないヤツだ」
「ですが、我々ＯＢを閑職に追いやる
など、民間企業として…」
「お前も古いな。俺のような年寄りに
時代を語らせるなんぞ、前代未聞だ」
「ですが…」
「お前の意識は古すぎて危険だ。だ
が、今回は便宜を図ってやる」
「あ、ありがとうございます」
「ただし、今回だけだ。いい年をし
て、いい加減に自立しろ」
「ハイ、先生のためなら何でも…」
「自分のためだ。ちょうど、来週ＯＢ
の会合がある。Ｅ社長も来るから、ち
ょうどいいだろう」
「ハイ」
「まあ、そのつもりで来たんだろ」
「恐れ入ります」
「仕事は出来ないのに、社内政治には
長けているようなお前は、Ｅ社長が最
も嫌いなタイプだ」
などと言われてもＡは頓着しない。
Ｆの後ろ盾が得られたことで目的は十
分に達せられた。
「Ｅ社長、久しぶりですね」
「こ、これはＦ先生。お世話になって
おります」
「お世話ついでに、余計な話だが」

「はい…」
「お世話になっているＡだが…」
「…」
「泣きつかれて、弱ってましてね」
「それは、ご迷惑を…」
「閑職に配転とか…」
「そ、それは…」
「状況はおおよそ理解してますよ。大
変なご迷惑でもかけたんでしょう」
「い、いえ、そんな…」
「それは会社として当然のこと」
「…」
「ですがね、Ｅ社長。時代が変わった
とはいえ、人の気持ちは、そう簡単に
変わらんのですよ…」
「…」
「人の気持ちというのは、厄介なもん
ですな、Ｅ社長…」
「…」
Ｅ社長の顔からは、冷や汗が噴き出
ていた。
「どうしてなんですか？」
ＢはＤ人事部長に詰め寄っていた。
「私も、理由はわからない。社長の気
持ちに何かがあったとしか…」
「Ａの部長留任って、話が…」
「社長は何も説明してくれない」
「役所から脅されたんでしょうか。Ｏ
Ｂを処分するなら仕事を外す、とか」
「いや、常識的に考えて、現役の職員
がそんなリスキーなことをするはずが
ない。第一、Ａは事実上厄介払いだっ
たから、役所でも全く人望が無い」
「じゃあ、なぜ…」
「おそらく、Ａを紹介したＦから、何
か言われたとしか考えられない」
「それじゃ、これまでと何も変わらな
い、ということ！？」
「…本当に申し訳ない…」
「とても納得できません」
「私だって、同じ気持ちだよ」
「私は、絶対に諦めたくありません」
「ということは…」
「はい。法的に…」
「それは、諸刃の剣だ」
「諸刃の剣…！？」
「会社にケンカを売る、ということ
は、どういうことか…」
「分かっています」
「…」
「私自身、後悔したくないだけです」
「ちょっと待って、今回の翻意は、社
長も良いとは思っていないはずだ」
「だから？」
「君の解決行動を会社として、利用さ
せてもらう」
「どういうことですか？」
「法的な判断は明々白々、だから、そ
の判断を利用して、つまり、君の主張
を受け入れる形で、事態を収取する」
「それ、できますか？」
「まずは社長に話してみる」
この会話をＡが聞き耳を立てていた
ことなど、２人は知る由もなかった。

当事者の真意を読み取り、問題に対する
認識のギャップを埋め、話をつなぐ
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